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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗:改善　↘:悪化　→:変化なし　―:数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位:千円、人）

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計
（予算現額） うち一般財源

29.0
R6年度 0 1,094 0 1,094 1,094 771 29.0
R5年度 0 5,604 0 5,604 4,818 4,711

0 3,931 △ 2,387 1,544 1,544 1,401 29.0

事業番号 12 02 03 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・地方自治法、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律並びに公共工事の品質確保の促進に関する法律におい
て、公共工事については、契約の適正な履行の確保、品質確保等のため、監督のほか、検査を実施することとされている。
・県が発注する建設工事等においては、しゅん工（完了）検査、指導監査、抜き打ち検査、元請・下請関係の調査・指導・助言等
の実施により、品質等の確保に臨んでいるが、より一層の公平性、客観性の向上に向け、幅広い知見と的確な判断力、高い倫理観
等をもって取り組んでいく必要がある。
検査等実施件数:令和７年度　3,490件、令和６年度　3,728件、令和５年度　3,784件、令和４年度　3,825件
元請・下請関係適正化調査実施件数:令和７年度　529件、令和６年度　671件、令和５年度　647件、令和４年度　632
件

県発注の建設工事等について品質の確保を図り県民の信頼に応える
・県が発注する建設工事等のうち一定規模以上のものについて、発注機関から独立した会計局の検査・調査部門による公平・公正
な検査、調査を行うことにより、品質等を確保する。

①建設工事及び委託業務の検査
・法令や技術基準等に基づく適正な検査を維持・継続する。
これを確実なものとするため、検査員合同で行う工事検査

研修を実施し、着眼点、判断基準等の統一化を図るとともに、
工事検査や新技術に関する外部研修を受講し技術や知識
の研鑽に努める。

②元請・下請関係に関する調査
・建設業法の規定に基づく請負契約の適正化、下請負人の
保護、適正な施工体制の確立等を図るため、関係法令等
の遵守事項について元請・下請関係適正化調査を実施し、
必要な指導、助言を行う。

E-mail keiyaku-kensa pref.nagano.lg.jp
事　業　名 建設工事等の品質を確保するための検査業務

部局 会計局 課・室 契約・検査課
実施期間 H15 ～

R7年度

実績 推移
単位

R5年度 R6年度
No. 指標名

R7年度
目標値

年／
年度 数値

直近３か年の状況
年／
年度 数値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／
年度 数値

達成
状況

目標値設定理由

達成目標
（☆印が付いているものは主要目標）

実績 実績 推移

単位 年／
年度 数値

指標なし

下請契約の要点をわかりやすく
まとめたチラシを作成し配布



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

指標

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題
①建設工事及び委託業務の検査
公正・厳格な検査に加え、建設業の⾧時間労働是正に対応するため、検査の更なる効率化が求められている。
②元請・下請関係に関する調査
建設業法に基づく契約に必要な項目についてはある程度定着してきているが、項目ごとの詳細な内容については、まだ不備が認められ
る。

(2) 事業改善の方策
①建設工事及び委託業務の検査
指導監査においては、現場の実情に応じて書面方式・対面方式を適切に選択することで、監査の効率化と指導内容の分かりやすさを
両立させる。また、遠隔検査の試行やWeb会議の活用により検査の効率化に努める。
②元請・下請関係に関する調査
適正な請負契約の締結を促進するため、建設業法令の改正に伴う契約内容の変更に関する規定を掲載するなど、より分かりやすい
チラシを作成・配付するとともに、建設工事標準下請契約約款に沿った詳細な内容を盛り込んだ契約となるよう結果報告書にひな形
（ＱＲコード）を付すなど効果的な方法で周知する。

①建設工事及び委託業務の検査
・⾧野県財務規則の規定に基づく給付の検査を実施するとともに、工事等の品質確保並びに入札・契約及び施工体制の適正化を
図るための検査等を実施

・指導監査においては受注者の立ち会いを求めずに工事関係書類を確認する書面方式を実施し、また、しゅん工検査においては受注
者が現場で検測した状況を室内で確認する遠隔検査を試行し、検査業務の効率化を図った。

②元請・下請関係に関する調査

指標なし R6年度推移

会計局 課・室 契約・検査課

・請負契約の適正化、下請負人の保護、適正な施工体制の確立等を図るため調査を実施
元請業者に対する調査実施件数:197 件（うち書面調査:192 件）
下請業者に対する書面調査実施件数:332 件
「下請110番」相談件数:7件

・下請契約における建設業法の遵守状況について重点的に調査し、現場担当者にも分かりやすい言葉で指導した。

事業番号 12 02 03

R7年度推移 達成状況

事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 建設工事等の品質を確保するための検査業務 部局



事業番号 12 02 03 細事業一覧（令和７年度実施事業分）

R5年度
決算額

1,4017714,711

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

建設工事及び委託業務の検査

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業
No.

R7年度
決算額

R6年度
決算額

細事業名

建設工事等の品質を確保するための検査業務

No.

1

部局 会計局 課・室 契約・検査課

令和７年度実施内容（実績）（上段:事業概要、下段:活動によるアウトプット）

・建設工事のしゅん工検査、工事に係る委託
業務の完了検査等

・建設工事の施工途中における指導監査
・低価格で落札された工事等の抜き打ち検査
・工事検査技術向上のための研修会の開催

　検査等3,490件実施、工事検査研修等９回実施

事　業　名 建設工事等の品質を確保するための検査業務

元請・下請関係に関する調査

実施方法

直接

・元請・下請関係適正化調査
・談合情報に関する調査
・下請け110番相談窓口
・低入札価格調査

　元請・下請関係適正化調査529件実施

直接




